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津
々
地
区（
中
井
町
）で
は
、
平
成

　

年
か
ら
田
植
え
や
稲
刈
り
、
休
耕

１１田
の
草
刈
り
な
ど
の
農
作
業
受
託
を

行
っ
て
い
る
津
々
営
農
組
合
が
中
心

と
な
っ
て
取
り
組
む
こ
と
と
し
、
組

合
長
で
あ
る
中
川
隆
政
さ
ん
�
が
事

業
の
代
表
者
に
就
任
し
ま
し
た
。

　

ま
ず
行
っ
た
の
が
現
状
や
課
題
な

ど
の
調
査
。「
日
常
の
生
活
施
設
・
サ

ー
ビ
ス
に
つ
い
て
あ
な
た
が
思
う
こ

と
」「
住
民
と
市
の
協
働
で
地
域
づ
く

り
を
進
め
る
と
き
、
津
々
地
区
で
今
必

要
な
施
策
は
何
だ
と
思
う
か
」な
ど　
１５

項
目
に
つ
い
て
、
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施

し
ま
し
た
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
を
も
と
に
、

１
回
目
の
座
談

会
を
開
催
。「
医

療
と
福
祉
の
交

通
手
段
の
確
保

が
必
要
」「
独
り

暮
ら
し
の
人
の

見
守
り
を
」
な
ど
、
日
常
の
生
活
や

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
か
ら
浮
か
び
上
が
っ

て
く
る
地
区
の
課
題
に
つ
い
て
、
そ
れ

ぞ
れ
が
意
見
を
出
し
合
い
ま
し
た
。

　

「
皆
さ
ん
に
は
、地
区
の
代
表
と
思

わ
ず
自
分
自
身
の
思
い
を
聞
か
せ
て

ほ
し
い
と
お
願
い
し
ま
し
た
が
、
貴

重
な
意
見
を
た
く
さ
ん
い
た
だ
く
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
う
し
て
み
ん

な
で
話
し
合
っ
て
い
く
こ
と
が
必
ず

集
落
再
生
に
結
び
つ
く
は
ず
」
と
中

川
さ
ん
。

　

今
後
は
、
浮
き
彫
り
に
な
っ
た
課

題
を
項
目
ご
と
に
ま
と
め
、
行
動
計

画
を
策
定
す
る
と
と
も
に
、
空
き
家

調
査
を
行
い
定
住
促
進
を
図
る
な

ど
、
よ
り
暮
ら
し
や
す
い
地
域
づ
く

り
を
目
指
し
た
取
り
組
み
を
続
け
て

い
き
ま
す
。

　

ま
た
、川
関
地
区（
有
漢
町
）で
は
、

川
関
農
用
地
等
管
理
組
合
を
中
心
に

座
談
会
を
開
催
し
、「
後
継
者
の
確

保
」「
農
地
、
山
林
の
保
全
」
な
ど
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
か
ら
浮
か
び
上
が
っ

た　

の
課
題
を
、「
医
療
・
福
祉
の
充

１３
実
」な
ど
４
つ
の
項
目
に
分
類
し
ま

し
た
。

　

「
私
た
ち
の
地
区
を
訪
れ
て
い
た

だ
い
た
と
き
に
、
草
刈
り
が
で
き
て

い
な
い
と
、
こ
の
地
区
は
元
気
が
な

い
と
思
わ
れ
る
の
で
、
草
刈
り
に
は

必
ず
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
」
と
同

地
区
の
代
表
者
で
あ
る
米
山
忠
さ
ん

�
。
川
関
地
区
は
現
在
、
行
動
計
画

を
策
定
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
桐
山
・
平
田
低
コ
ス

ト
営
農
組
合（
川
面
町
）、
川
上
町
高

山
市
協
議
会（
川
上
町
）が
中
心
と
な

っ
て
、そ
れ
ぞ
れ
の
地
区
で
こ
の
事

業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

４
地
区
は
今
後
、
３
月
末
ま
で
に

そ
れ
ぞ
れ
何
度
か
集
会
を
開
き
、
課

題
を
克
服
す
る
た
め
の
行
動
計
画
を

策
定
し
、
活
動
テ
ー
マ（
ス
ロ
ー
ガ

ン
）を
定
め
る
予
定
で
す
。

　

計
画
に
盛
り
込
ま
れ
た
施
策
は
、

４
月
以
降
段
階
的
に
進
め
て
い
き
、

集
落
機
能
の
強
化
・
活
性
化
を
図
っ

て
い
き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

企
画
課
定
住
推
進

係（
�
�
０
２
８
２
）

集落活性 化支援事業

川関地区

１月２２日：津々生活改善センター

川関地区

各
地
区
の 
取 
り 
組
み

中川さん

５１人医療体制の充実
４８人高齢者福祉の充実
４０人農地、山林の保全管理
２８人道路網の整備
２８人定住施策の充実
２６人農林業の振興
２５人町内会活動補助金の充実
２４人乗り合いタクシー等移動手段の確保
２３人上下水道等の生活基盤整備
２１人起業の支援
１８人自然環境の保全
１１人道路維持管理の強化
１８人その他

津々地区（本村前・後、津々羅、畑）で
一番必要な施策は何か？（アンケートより）

特集



〈５〉平成 ２２年（２０１０）２月

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
制
度
で
ご
意
見
を
募
集

地
域
公
共
交
通
総
合
連
携
計
画（
案
）に
ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い

市
民
の
生
活
を
支
え
る
た
め

　

持
続
可
能
な
公
共
交
通
体
系
の
構
築
を
目
指
し
て

　

市
は
、
地
域
の
実
情
に
即
し
た
公
共
交
通
、
輸
送
サ
ー
ビ
ス
の
構
築
の
た
め
、「
高
梁
市
地
域
公
共
交
通
総

合
連
携
計
画
」
の
策
定
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

今
月
号
で
は
、
そ
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
、
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
募
集
し
ま
す
。

 

■
問
い
合
わ
せ　

市
地
域
公
共
交
通
会
議
事
務
局
（
市
民
環
境
課
内
�
�
０
２
５
４
）

■
本
計
画
策
定
の
目
的

　

高
齢
者
や
学
生
に
と
っ
て
、
路
線
バ
ス
は
日
常
の
交

通
手
段
と
し
て
欠
か
せ
な
い
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
過
疎
化
や
自
家
用
車
の
普
及
に
よ
り
、
バ

ス
利
用
者
は
年
々
減
少
し
て
お
り
、
そ
れ
に
伴
い
路
線

維
持
に
係
る
市
の
財
政
負
担
は
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
市
内
の
生
活
交
通
サ
ー
ビ
ス
の
地
域
間
格
差

や
交
通
空
白
地
へ
の
対
策
も
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
う
し
た
中
、
市
は
、
地
域
に
応
じ
た
バ
ス
等
の
生
活

交
通
の
確
保
や
利
便
の
向
上
と
、
地
域
の
実
績
に
即
し

た
輸
送
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
に
必
要
と
な
る
事
項
を
協
議

す
る
こ
と
を
目
的
に
、
平
成　

年
度
に「
高
梁
市
地
域
公

１８

共
交
通
会
議
」を
設
置
。
住
民
や
高
校
生
へ
の
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
、
現
況
実
態
調
査
な
ど
か
ら
、
課
題
の
把
握
、
ニ

ー
ズ
の
洗
い
出
し
を
行
い
、
基
本
方
針
、
計
画
の
目
標
を

定
め
、
市
民
生
活
を
支
え
る
利
便
性
の
高
い
公
共
交
通

体
系
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

　地域公共交通総合連携計画（案）の詳しい内容は、市民環境課、各地域局で閲覧できます（土・日曜日
を除く午前８時３０分～午後５時１５分）。また、市ホームページでも閲覧できます。

〔閲 覧 期 間〕　３月５日�まで

〔意見提出方法〕　３月５日�までに、郵便番号、住所、氏名を明記し、郵送かファックスで市地域公共

交通会議事務局（〒７１６�８５０１松原通２０４３・��９３７０）までご意見をお寄せください。

　　　　　　　　市ホームページ（http://www.city.takahashi.okayama.jp/）からも入力できます。

※この計画の策定に当たり、パブリックコメントを実施します。パブリックコメント制度とは、市の基本的な政策等を
立案する課程で、当該施策等の趣旨や内容等を公表し、これらについて提出された市民等の意見および情報を考慮し
て、当該立案に係る意思決定を行うとともに、市民等の意見に対する考え方等を公表する一連の手続きのことです。

地域公共交通総合連携計画（案）にご意見を

■計画目標

○市民の生活を支える利便性の高い地域
公共交通

　市内の各地域において、買物・通院・通学といった
生活を支える交通サービスを実現

○交通サービスの役割分担を明確にした
持続可能な地域公共交通

　鉄道、路線バス、生活福祉バス、タクシーなどの交
通サービスの役割分担を明確にして、効率的で持続
可能な公共交通体系を構築

○地域活性化に資する地域公共交通
　中心部の魅力向上、観光振興に向けた公共交通施策
の推進

■基本方針

市民の生活を支えるための
持続可能な交通体系を構築


